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論文内容の要旨
〔目的〕
胎児肝臓造血機能の程度を知る事は血液病理学的に重要で、あり，既に Thomas & Y ofley や Emery
等の報告がある。併しこれらの業績については未だ方法論的になお通常の記述的な観察にもとづいた
ものであるので，充分客観的な統計資料とは云い難く，結論的なものとして，尚不充分と思える。
そこで私は新産児剖検例の肝臓造血細胞の数を計測し，組織統計学的検討を行った。
この際生理的な造血巣の多寡を規定する因子としては在胎月数，生下後日数の他，可能性としては
個体差，部位差等が想定される。併して更に之に対し諸種の胎生期における病的侵襲による影響が加
って，剖検例の肝造血細胞が決定されるものである。私は之等人体材料における諸種の制約による限
界をこえてなる可く客観的な統計資料を作成すべく推計学的検討を行った。
〔方法ならびに成績〕
当教室で弦10年間に剖検した新産児60{.以(10ヶ月 23例， 9 ヶ月 9 例， 8 ヶ月 12例， 7 ヶ月 8 例， 6 
ヶ月 2 例， 5 ヶ月 1 例，ほぼ月数不明 5例)を用いた。フォルマリン固定後の肝臓を各例につき，右
葉，左葉，中心部，辺縁部の 4 ケ所を略均等に含むようにして 10~15ケ所より切片を切り出し，厚さ
8 ミクロンのパラフイン切片を作って，ヘマトキシリンエオジン染色をほどこし時に応じて，ギムザ，
PAS，ウンナパペンハイム等の染色を併用した。
但しいずれもが剖検材料であるために，必らずしも赤芽球系と頼粒球系造血細胞を峻別する事が不
可能で、あるので，不正確を避ける為一括して造血細胞として合算し計数した。
之等造血細胞の算定にあたっては方眼マイクロメーター (100 M2 ) を用いて・切片より，無作為的
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に 10ケ所を選び計数し，その平均値をその切片における造血細胞数にした。
統計処理について
イ)所定の情報を得るために算定すべき切片数 (n) は次の標本の大きさを求める公式に従って検討
した。
n=ぽ(zα十 zß)J .. (1) 
但し， σ: 標準偏差 ô: 検出したい差
α: 第一種の誤りの確率(危険率 5%で1.64) 
β: 第二種の誤りの確率(危険率10%で 1.28)
従って (1)式は n 今 8 吋;)となる o
ロ)各症例における造血細胞数の部住差による変動については t 検定を用いて検討した。
ハ)妊娠月数別におけるその月群の部位差の変動については paired t 検定を用いた。
〔総括〕
1. 10ヶ月群での生下後日時は 4 時間より 4 ヶ月に及び，造血細胞数は単位面積当り最高 108土28 で
あった。 9 ヶ月の例では生下後 7 時間より 2 ヶ月に及び細胞数は最高 156士20.8 ， 8 ヶ月群では生
下後 2 日より 7 日で細胞数 236士36. 7 ヶ月群では生下後 9 時間より 1 日で最高 189士36 であった。
尚 6 ヶ月死産児では 138士22. 5 ヶ月死産児では 89士 6 であった。
2. 上述の測定値をもとにして，検出したい差と標本の大きさにつき，推計学的に考察した結果，検
出したい差を標準偏差程度とすれば， 9切片を必要とする。
又普通作成される肝における 2~3個の切片数では平均値程の差が検出できる程度である。
3. 新産児肝臓の部位差の測定を t 検定によって行った53例中に 12例には有意差があり，右葉が左葉
より多い場合は101列で、あり，左葉が右葉より多い場合は 2例であった。
4. 各月数別に paired t 検定を行った場合は， 7 ヶ月群においてのみ 5%の危険率において左右に有
意差があり，右葉の方が左葉より大であった。
5. t 検定により中心部より周辺部に多い例は 4例があり，周辺部が中心部より多い場合は 2例であ
った。
6. 責任娠月数と生下後日数の影響についてはこの程度の例数で妊娠月数による造血細胞の変動を知る
には不充分で、あり，生下後日数の影響が妊娠月数にわける造血細胞数の差を凌駕して日数の経過と
共に減少して分娩後10日で零となった。
7. 疾病による病理的な因子で強く影響を及ぼしたと思われるものに，新生児重症黄痘の一例がある
のみで，明らかに有意差を示す肝造血の充進を認めた。
その他の症例については疾患別に有意の差はなく 従って生理的造血の程度を現わす資料の範囲
に含まれた。
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論文の審査結果の要旨
従来より胎児肝臓造血の機能の程度を病理組織学的所見より判する業績については THOMAS他幾
つかの報告があるが，いずれも記述的なものであり.方法論に充分客観化されたものとは云ぃ難いD
著者は新生児剖検例の肝臓について可及的多数の切片を採取計測し推計学的検討を施し，その切片数
と在胎月数の関係，部位差及び病理的侵襲の影響等に関する一定の客観的資料を得る事に成功した。
よって医学博士の学位を授けるに値する独創性を示したものと考える。
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